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保護者学習会 

平成 22 年 11 月 30 日（火）は、「コミュニケーションについて」と題して、高等部

の今岡洋一先生にお話をしていただきました。就学後の教科学習を進める上で重要と

なる日本語の力を育てるためにどうすればよいかについて、具体例を挙げながら説明

していただきました。 
 口話を用いることでの音韻意識の促しや手話を用いることでの他者の会話が見え

る良さなど、口話と手話の良さを意識しつつ日本語の力を高めること、「視線の共有」

や「テーマの共有」といった相手の意図が理解できることや相手のことを考えた話題

の伝え方を考えることなど様々な「共有」関係が備わっているコミュニケーション経

験が重要になることなどを教えていただきました。それには、乳幼児期での家庭での

コミュニケーション環境が大切であり、コミュニケーションを通した言語獲得につい

て留意して欲しいということでした。 

 平成 22 年 12 月 13 日（月）は、「聴覚障害のある子どもの進路」というテーマで進

路課長の岡田信先生にお話をしていただきました。自立につながる道を 10 代までに

模索しておくことの大切さ、聴覚障害の先輩に話を聞くなど将来のモデルとの出会い

が子どもたちの意欲を引き出すことや幼稚部段階では小さい時から好奇心、問題を発

見する力を身につけられるように配慮することがキャリア教育につながるというこ

とを教えていただきました。本校生徒の現場実習のビデオでは、真剣に実習に励む生

徒の様子、筆談でコミュニケーションしている様子などを見ることができました。ま

た、「中国・四国地区聾教育研究大会」の高等部部会で筑波技術大学障害者高等教育

研究支援センター准教授長南浩人先生から伺った「自立につながる道」、トヨタ車体・

トヨタ織機の人事担当者から伺った「企業の求める聴覚障害者像」を紹介していただ

いた。 
 
【自立につながる道】１０代までに 
１ 自分が１つのことに夢中になって、他者と競い合った経験があるか。 
２ そのことを励ます大人が周りにいたか。 
３ 失敗した時に一緒に考えて工夫してくれる大人がいたか。 
４ 自分がやりたいと思ったことについて小さな成功体験があったか。 
 
【企業の求める聴覚障害者像】 
○ 笑顔で視線をそらさず挨拶ができること。 
○ 話す時はしっかりアイコンタクトがとれていること。 
○ 筆談のやり取りに慣れていること。 
○ 分からない時はその場ではっきり確認できること。 
○ ある程度の読話ができること。 
○ 素直、誠実、謙虚であること。 



  
  

行事報告 

平成 23 年 1 月 22 日(土)に、今年度第

回目の学校公開を行いました。平成

から開始した学校公開も今回で

りました。 当日は、県内から多くの方々

に御参加いただきました。御参加いただい

た方々を一部御紹介させていただきます。

大学関係者、愛媛県視聴覚福祉センター所

員、公民館関係者、難聴児を持つ親の会関

係者、手話サークル関係者、本校卒業生、

難聴特別支援学級関係者、小学校教員、学

校生活支援員、看護師、通園施設関係者、

福祉施設関係者、宇和特別支援学校聴覚障

害部門教員、本校保護者の方々です。本校

学校公開にお忙しい中、御参加いただきあ

りがとうございました。 

 午前からの授業公開では、外部より

の方々が本校幼稚部から高等部までの教育

活動を参観されました。午後から母子教室

●『水の音が聞こえる 人工内耳装用記

 
  加藤 敬子／著 竹林館

中途失聴による人工内耳装用者の手記です。

 
●『よくわかる補聴器選び

  関谷芳正／著 八重洲出版

 毎年刊行されるようになり、３年目の補聴器ガイドです。

 
● 『なんやろな、それ？～手話『不明解語』あれこれ』

松本晶行／著 全国手話通訳問題研究所／編

 ～第 2 回 学校公開・講演会

に、今年度第 2
回目の学校公開を行いました。平成 21 年度

から開始した学校公開も今回で 6 回目とな

当日は、県内から多くの方々

に御参加いただきました。御参加いただい

た方々を一部御紹介させていただきます。

大学関係者、愛媛県視聴覚福祉センター所

員、公民館関係者、難聴児を持つ親の会関

係者、手話サークル関係者、本校卒業生、

難聴特別支援学級関係者、小学校教員、学

校生活支援員、看護師、通園施設関係者、

福祉施設関係者、宇和特別支援学校聴覚障

害部門教員、本校保護者の方々です。本校

学校公開にお忙しい中、御参加いただきあ

午前からの授業公開では、外部より 43 名

高等部までの教育

活動を参観されました。午後から母子教室 

として、（社）茨城県雇用開発協会障害者雇

用指導役・障害者雇用技術顧問、元

水戸聾学校長木村澄藏先生を講師にお招き

して「聴覚障害者の社会自立における現状と

課題」について御講演いただきました。講演

会には、90 名の方が参加されました。聴覚

障害教育関係者の方々や本校関係者にとっ

ても大変貴重な講演会となりました。

 来年度も本校では、センター的機能の一環

として学校公開を計画しています。是非、多

くの方々に御参加いただけますようお願い

いたします。   

人工内耳装用記』 

竹林館 定価１５７５円（税込み） 
中途失聴による人工内耳装用者の手記です。 

●『よくわかる補聴器選び 2011 年度版～買い方から使い方まで完全ガイド』

八重洲出版 定価１０５０円（税込み） 
毎年刊行されるようになり、３年目の補聴器ガイドです。 

『なんやろな、それ？～手話『不明解語』あれこれ』 
全国手話通訳問題研究所／編 クリエイツかもがわ

書籍紹介 
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講演会～ 

として、（社）茨城県雇用開発協会障害者雇

用指導役・障害者雇用技術顧問、元茨城県立

藏先生を講師にお招き

「聴覚障害者の社会自立における現状と

課題」について御講演いただきました。講演

名の方が参加されました。聴覚

障害教育関係者の方々や本校関係者にとっ

ても大変貴重な講演会となりました。 
来年度も本校では、センター的機能の一環

として学校公開を計画しています。是非、多

くの方々に御参加いただけますようお願い

年度版～買い方から使い方まで完全ガイド』 

クリエイツかもがわ 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

日 時  平成 23 年 2 月 19

 

場 所  松山市総合福祉センター

(駐車場に限りがありますので、できるだけ公共交通機関でお越しください。

 

１． 開会のあいさつ 

 

２． 小学校手話クラブの発表

◇味生小学校      

            

◇久枝小学校      

            

◇石井小学校      

◇椿小学校       

 

３． 火曜会 昼の部     

４． 火曜会 夜の部     

５． 火曜会 昼の部     

６． ゲスト（松浦典子さん）

 

７． ゲーム（全員参加） 

８． 閉会のあいさつ 

    全員コーラス 「今日の日はさようなら」

 手話学習会「火曜会」より、ふれあいコンサートの御案内をいただきました。

 この企画は、松山近郊の学校で手話を学ぶ子どもたちが集まり、その成果を発表したり、

聴覚障害者や他校の子どもたちと楽しく交流することを目的として毎年行われています。

 どなたでも参加できます。みなさんも、行かれてみませんか。
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19 日（土）13：30～15:30（受付は 12：30

松山市総合福祉センター １階大会議室 

駐車場に限りがありますので、できるだけ公共交通機関でお越しください。

プログラム 

小学校手話クラブの発表 

    自己紹介 

    手話コーラス「バタフライ」 

    学校紹介 

    手話コーラス「コスモス」 

    手話コーラス「ありがとう」ほか 

    手話コーラス「ＹＥＬＬ（エール）」

    手話朗読「大西道徳 飛翔 より」

    手話コーラス「幸せの歌」 

    手話劇「いなばの白うさぎ」 

ゲスト（松浦典子さん） シャンソン「声のない恋」 

～ 休憩 ～（ゲームの準備） 

 

「今日の日はさようなら」  

イベント紹介 

「火曜会」より、ふれあいコンサートの御案内をいただきました。

この企画は、松山近郊の学校で手話を学ぶ子どもたちが集まり、その成果を発表したり、

聴覚障害者や他校の子どもたちと楽しく交流することを目的として毎年行われています。

どなたでも参加できます。みなさんも、行かれてみませんか。 

 

（３） 

30～） 

駐車場に限りがありますので、できるだけ公共交通機関でお越しください。) 

 

手話コーラス「ＹＥＬＬ（エール）」 

より」 

「火曜会」より、ふれあいコンサートの御案内をいただきました。 
この企画は、松山近郊の学校で手話を学ぶ子どもたちが集まり、その成果を発表したり、

聴覚障害者や他校の子どもたちと楽しく交流することを目的として毎年行われています。 


